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適
塾
記
念
会
は
緒
方
洪
庵
・
適
塾
お
よ
び
そ
の
関

係
者
の
業
績
を
顕
彰
し
、
大
阪
の
学
問
・
文
化
の
伝

統
を
発
信
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
1
9
5
2
年
に
創

設
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
適
塾
建
物
や
適
塾
関
係
資
料

等
の
文
化
財
保
護
活
動
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

適
塾
記
念
会
に
入
会
し
、
こ
れ
ら
の
活
動
に
ご
支
援
・

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
洪
庵
が
認
め
た
学
識
を
引
っ
さ
げ
、江
戸
の
伊
東
玄
朴

に
学
び
、砲
術
家
の
江
川
坦
庵
の
食
客
と
な
っ
た
村
上
代

三
郎
は
、幕
府
講
武
所
師
範
に
招
へ
い
さ
れ
ま
し
た
。し
か

し
眼
病
を
患
っ
て
帰
郷
し
、家
塾
で
の
教
育
・
医
業
に
邁

進
し
ま
し
た
。
北
播
磨
の
山
村
に
埋
も
れ
た
才
能
の
生

涯
に
、適
塾
記
念
セ
ン
タ
ー
や
村
上
家
に
伝
来
し
た
資
料

か
ら
、焦
点
を
当
て
ま
し
た
。

　
2
0
1
1
年
、
大
阪
大
学
創
立
80
周
年
を
機
に
適

塾
記
念
セ
ン
タ
ー
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
適
塾
運
営
・

大
阪
学
・
オ
ラ
ン
ダ
学
の
三
部
門
を
擁
し
、
適
塾
建
物

お
よ
び
歴
史
資
料
の
維
持
管
理
、
近
世
以
降
の
大
阪
の
学
問
・
文
化
や
日
蘭
関
係

史
の
研
究
を
行
う
ほ
か
、
阪
大
の
源
流
の
一つ
で
あ
る
適
塾
を
顕
彰
す
る
た
め
、
見

学
会
・
展
覧
会
・
講
演
会
等
の
様
々
な
社
会
教
育
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

適
塾
記
念
会 

入
会
の
ス
ヽ
メ

◎
適
塾
特
別
展
示「
シ
リ
ー
ズ
生
誕
2
0
0
年
記
念
〜
そ
の
参

　
村
上
代
三
郎
」（
於 

適
塾
・
5
／
30
〜
6
／
11
）

http://www.tekijuku.osaka-u.ac.jp

適
塾
の
参
観
料
が
い
つ
で
も
無
料
に
！

適
塾
見
学
会（
年
2
回
、前
ペ
ー
ジ
参
照
）の
無
料
参
加
が

可
能
に
！

会
誌『
適
塾
』（
年
刊
）を
無
料
で
お
届
け（
ご
希
望
の
バ
ッ
ク

ナ
ン
バ
ー
も
）！ 

投
稿
資
格
も
あ
り
！

『
大
阪
大
学
適
塾
記
念
セ
ン
タ
ー
所
蔵
　

適
塾
関
係
資
料
目
録
』を
希
望
者
に
無
償
頒
布
！

適
塾
で
販
売
す
る
図
録『
新
版 

緒
方
洪
庵
と
適
塾
』・
絵

葉
書
が
1
割
引
き
に
！

イ
ベ
ン
ト
の
案
内
を
随
時
お
届
け
！

※
詳
細
に
つ
い
て
は
大
阪
大
学
適
塾
記
念
セ
ン
タ
ー
H
P
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
普
通
会
員
　
年
間
1
口
　
　
2,
0
0
0
円

　
　
　
　
　
賛
助
会
員
　
年
間
1
口
　
1
0,
0
0
0
円

い
ず
れ
も
複
数
年
・
複
数
口
で
の
申
し
込
み
可
。

普
通
会
員
5
年
間（
1
万
円
）が
お
ス
ヽ
メ
！

会
費

会
員
特
典

◎
適
塾
講
座「
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点

　
か
ら
考
え
る
〜D

iversity &
 In
clu
sio
n

」

　（
於 

中
之
島
セ
ン
タ
ー
）

【
令
和
五
年
度
の
イ
ベ
ン
ト
】

2024年7月1日発行

特
典
①

特
典
②

特
典
③

　特
典
④

　特
典
⑤

　特
典
⑥

小
川
寿
美
子（
名
桜
大
）

「『
格
差
の
起
源
』に
お
け

る
感
染
症
と
男
女
平
等
に

関
す
る
解
釈
」（
9
／
29
）

山
本
太
郎（
長
崎
大
）

「
感
染
症
と
文
明
―
共
生

へ
の
道
」（
10
／
27
）

パ
オ
ラ
・
カ
ヴ
ァ
リ
エ
レ（
人
）

「
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
も
た
ら
し
た
イ
タ
リ
ア
人
の
女
性
の

ア
ク
テ
ィ
ブ
エ
イ
ジ
ン
グ
概
念
の
限
界
」（
11
／
10
）



　
適
塾
見
学
会
は
毎
年
夏
季
・
秋
季
、適
塾
記
念
会
会
員
を
対
象
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
参
加
出
来
な
か
っ
た
会
員
お
よ
び
非
会
員
の
方
々
に
も
自
由
に
散
策
で
き
る
よ
う

見
学
会
道
程
の
概
略
を
再
現
し
ま
し
た
。

生
没　

文
政
八
年
〜
明
治
二
年（
1
8
2
5
〜
1
8
6
9
）

出
身　

周
防
国
吉
敷
郡
鋳
銭
司
村（
山
口
県
山
口
市
鋳
銭
司
）

業
績　
「
兵
家
須
知
戦
闘
術
門
」（
1
8
6
4
）、「
朝
廷
之
兵
制
永

敏
愚
按
」（
1
8
6
9
）

大
村
益
次
郎

　

長
州
藩
の
村
医
者
の
家
に
生
ま
れ
、
は
じ
め
は
村
田
良
庵

（
の
ち
蔵
六
）を
名
乗
り
、
梅
田
幽
斎
・
広
瀬
淡
窓
・
緒
方
洪
庵

に
学
ん
だ
。
適
塾
退
塾
後
は
宇
和
島
藩
、
幕
府（
蕃
書
調
所
・

講
武
所
）、
地
元
の
長
州
藩
に
相
次
ぎ
出
仕
し
、
蘭
学
教
育
や

軍
制
改
革
に
携
わ
っ
た
。
ま
た
江
戸
で
私
塾
・
鳩
居
堂
を
開

く
な
ど
、
後
進
の
育
成
に
も
努
め
た
。

　

慶
応
二
年（
一
八
六
六
）の
第
二
次
長
州
戦
争
で
石
州
口
軍

事
参
謀
と
し
て
勝
利
し
た
。
こ
れ
以
後
、
政
局
は
翌
年
の
大

政
奉
還
、
王
政
復
古
の
ク
ー
デ
タ
ー
へ
と
動
き
、
戊
辰
戦
争
へ

と
突
入
す
る
。
江
戸
城
明
け
渡
し
の
後
、
益
次
郎
は
新
政
府

軍
を
指
揮
し
て
上
野
の
彰
義
隊
を
鎮
圧
、
東
北
戦
争
・
箱
館

戦
争
で
旧
幕
府
軍
を
掃
討
し
た
。
そ
の
功
に
よ
り
兵
部
大
輔

に
任
じ
ら
れ
、
近
代
兵
制
改
革
を
推
進
し
た
。

　

し
か
し
明
治
二
年（
一
八
六
九
）、
京
都
で
襲
わ
れ
深
い
刀
傷

を
負
っ
た
。
大
阪
府
医
学
校
病
院
の
ボ
ー
ド
イ
ン
と
緒
方
惟

準（
洪
庵
嗣
子
）の
治
療
も
む
な
し
く
、
志
半
ば
で
世
を
去
っ
た
。

切
断
さ
れ
た
益
次
郎
の
右
脚
は
遺
志
に
よ
り
、龍
海
寺（
大
阪
・

天
満
）の
洪
庵
墓
所
そ
ば
に
埋
葬
さ
れ
た
。
益
次
郎
の
構
想
の

う
ち
、
大
阪
を
日
本
の
軍
事
拠
点
と
す
る
こ
と
は
叶
わ
な
か
っ

た
が
、
徴
兵
制
は
実
現
し
た
。

「
大
坂
ハ
所
謂
海
陸
四
達
ノ
要
地
ニ
シ
テ
皇
国
ノ
中

央
ニ
位
ス
。四
方
ノ
変
ニ
応
ジ
易
シ
。故
ニ
軍
務
ノ
根

本
タ
ル
学
校
等
ヲ
立
ル
、此
ノ
地
ヲ
以
最
上
ト
ス
。」

（「
故
大
村
大
輔
軍
務
前
途
ノ
大
綱
」1
8
6
9
）

　

適
塾
と
は
蘭
方
医
・
緒
方
洪
庵（
1
8
1
0-

6
3
）が
天
保
９
年

（
1
8
3
8
）、
大
坂
に
開
い
た
蘭
学
塾
で
す
。
全
国
か
ら
千
名
に

も
上
る
塾
生
を
集
め
、大
村
益
次
郎
・
福
沢
諭
吉
・
長
与
専
斎
を

は
じ
め
、
日
本
の
近
代
化
に
貢
献
す
る
人
材
を
輩
出
し
ま
し
た
。

北
浜
に
残
る
適
塾
建
物
は
現
存
唯
一
の
蘭
学
塾
遺
構
と
し
て
、

ま
た
近
世
大
坂
を
代
表
す
る
町
屋
建
築
と
し
て
も
貴
重
で
、昭
和

16
年（
1
9
4
1
）に
国
史
跡
、
同
39
年
に
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
同
55
年
か
ら
一
般
公
開
さ
れ
て
い
る

適
塾
の
見
ど
こ
ろ
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

其
ノ
八

其
ノ
八

大阪大学未来基金「適塾記念事業」より1口 1万円以上をご寄付ください。
後日、“一口適塾生”のご案内をいたします。https://www.miraikikin.osaka-u.ac.jp/project/tekijuku荷物を預けて快適に見学できます。

　
適
塾
の
基
本
は
自
学
自
習
で
、
塾
中
の
洋
書
を
読
み
尽

く
し
た
最
上
等
の
塾
生
が
、
た
ま
に
洪
庵
の
講
義
を
聞
く

ぐ
ら
い
で
し
た
。
聴
講
し
た
福
沢
諭
吉
は
、
緻
密
に
し
て

大
胆
な
講
義
に「
実
に
蘭
学
界
の
一
大
家
」と
感
銘
す
る
一

方
で
、
自
ら
の
未
熟
さ
を
痛
感
し
た
そ
う
で
す
。

圧
倒
的
な
講
義
！

　
洪
庵
の
日
常
は
、
昼
間
は
医
療
活
動
に
従
事
し
、
こ
の

部
屋
で
診
療
・
手
術
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
洪
庵
は
患
者

に
対
し
て
、
身
分
や
貧
富
に
関
係
な
く
、
分
け
隔
て
な
く

接
し
ま
し
た
。
し
か
し
威
厳
が
あ
り
す
ぎ
る
が
ゆ
え
、
患

者
は
怖
が
っ
て
、進
ん
で
病
状
を
話
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
そ
う
で
す
。

威
厳
あ
る
町
医
者
！

諭
吉
一
枚
で
〝
一
口
適
塾
生
〞に
！

【最寄り駅】京阪淀屋橋駅・北浜駅、 
　　　　　 大阪メトロ淀屋橋駅下車 徒歩5分
【開館時間】午前10時～午後４時
【休 館 日】月曜日（国民の祝日は開館）
　　　　　 国民の祝日の翌日（土・日・祝は開館）
　　　　　 年末年始（12月28日～1月4日）
【参 観 料】一般  270円
　　　　　 高校・大学生等  140円
　　　　　 中学生以下 無料
　　　　　 ※適塾記念会会員および阪大生は無料！
　　　　　 住所：大阪市中央区北浜３丁目3－8
　　　　　 電話：06－6231－1970

適塾参観案内

医
者　

兵
学
者　

講
武
所
教
授　

兵
部
大
輔

橋本陣屋跡橋本陣屋跡

久修園院久修園院

楠葉台場史跡公園楠葉台場史跡公園

久親恩寺久親恩寺

楠葉村町組の
町並・京街道
楠葉村町組の
町並・京街道

交野天神社交野天神社

　
塾
生
の
入
門
日
・
氏
名
が
記
さ
れ
た
適
塾
の
門
人
帳

「
適
々
斎
塾
　
姓
名
録
」が
現
存
し
て
い
ま
す
。
こ
の「
姓
名

録
」を
模
し
て
、“

一
口
適
塾
生”

　
の
芳
名
帳
を
教
室
に
設

置
し
ま
す
。
一
万
円
以
上
の
寄
附
者
は
、“

一
口
適
塾
生”

　

と
し
て
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
適
塾
を
訪
れ
る

楽
し
み
が
増
え
る
は
ず
！

教
室

教員M▶昨秋のCFでは1千万円超のご支援ありがとうございました！これから適塾建物の防災強化を進めます。　特任助教X▶藤野先生は3人いました！「三人の藤野先生」で検索！　元特任研究員M▶『緒方洪庵全集』第三巻（下）の刊行に向けて脚気の歴史について調べています。　元特任研究員S▶『緒方洪庵全集』三巻(中)を刊行しました。『虎狼痢治準』をはじめとした洪庵の著作を収録しています。

　
楠
葉
台
場
は
京
都
守
護
職
の
松
平
容
保（
会
津

藩
主
）の
建
白
に
基
づ
き
、
勝
海
舟
が
設
計
、
慶

応
元
年（
1
8
6
5
）に
完
成
し
た
砲
台
。
名
目
は

淀
川
を
航
行
す
る
外
国
船
か

ら
の
京
都
防
衛
と
さ
れ
た
が
、

実
態
は
尊
皇
攘
夷
派
対
策
に

あ
っ
た
。
2
0
0
7
年
か
ら
の

発
掘
調
査
で
遺
構
が
確
認
さ

れ
、
国
史
跡
に
指
定
さ
れ
た
。

枚
方
市
楠
葉
中
之
芝
2

　 

楠
葉
台
場
史
跡
公
園

4　 

久
修
園
院

5　
行
基
が
楠
葉
に
建
立
し
た
寺
院
で
、
古
く
は

久
修
園
院（
く
ず
お
い
ん
）と
呼
ば
れ
た
。
大
坂

の
陣
で
灰
燼
に
帰
し
、
延
宝
7
〜
享
保
5
年

（
1
6
7
9
〜
1
7
2
0
）に

居
住
し
た
宗
覚
が
中
興
の
祖

と
さ
れ
る
。
宗
覚
は
絵
画
彫

刻
、天
文
学
・
音
楽
に
も
通
じ
、

宗
覚
作
の
地
球
儀
と
天
球
儀

が
残
る
。

枚
方
市
楠
葉
中
之
芝
2

　 

橋
本
陣
屋
跡

6　
橋
本
の
地
名
は
行
基
が
淀
川
に
架
け
た
山
崎

橋
に
由
来
す
る
。
橋
本
陣
屋
は
万
延
元
年

（
1
8
6
0
）に
完
成
、
八
幡
・
山
崎
周
辺
の
警
備

本
営
と
な
っ
た
。
鳥
羽
・
伏

見
の
戦
い
で
は
旧
幕
府
軍
が

守
兵
を
配
置
し
た
が
、
新
政

府
軍
に
寝
返
っ
た
津
藩
よ
り

対
岸
か
ら
砲
撃
を
受
け
、
旧

幕
府
軍
は
大
坂
へ
退
去
し
た
。

八
幡
市
橋
本
堂
ヶ
原

　 

久
親
恩
寺

3　
開
創
年
不
詳
の
曹
洞
宗
寺
院
。
本
尊
の
薬
師

如
来
は
行
基
作
と
伝
え
ら
れ
、
楠
木
正
儀（
正
成

子
）家
臣
・
楠
葉
道
心
の
孝
行

話
が
残
る
。
近
世
に
は
貝
原

益
軒
や
萩
藩
主
が
訪
れ
る
大

寺
で
あ
っ
た
。
楠
葉
台
場
の

工
事
担
当
役
人
の
会
議
場
所

と
な
っ
た
が
、
鳥
羽
・
伏
見

の
戦
い
で
灰
燼
に
帰
し
た
。

枚
方
市
楠
葉
中
之
芝
1

お

お

む

ら

　

　

　

ま

す

じ

ろ

う

求む！

“一口
適塾生

”

　 

交
野
天
神
社

1　
延
暦
4
年（
7
8
5
）、桓
武
天
皇
が
執
り
行
っ

た
天
神
祭
祀
を
創
始
と
す
る
。
中
世
の
楠
葉
郷

住
人
が
信
仰
し
、
応
永
9
年（
1
4
0
2
）に
建

立
し
た
本
殿
は
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
る
。
境
内
に
は
府

史
跡「
継
体
天
皇
樟
葉
宮

伝
承
地
」が
あ
る
が
、
継

体
が
即
位
し
た
場
所
で

あ
る
か
は
不
明
。

枚
方
市
楠
葉
丘
2

　
古
代
に
は
山
陽
道
の
楠
葉
駅
、
摂
関
家
領
の

楠
葉
牧
が
置
か
れ
た
交
通
の
要
衝
。
中
世
に
は

石
清
水
八
幡
宮
の
楠
葉
神
人
に
よ
り
地
域
拠
点

に
発
展
し
た
が
、
戦
国
期
の
戦
乱
で
そ
の
座
を

枚
方
に
譲
っ
た
。
文
禄
5
年（
1
5
9
6
）に
豊

臣
秀
吉
が
淀
川
両
岸
に

築
い
た
堤
防
の
左
岸
が

京
街
道
に
利
用
さ
れ
、

町
内
を
通
っ
た
。

枚
方
市
町
楠
葉

　 

楠
葉
村
町
組
の
町
並
・
京
街
道

2

秋
季
見
学
会 

〜
楠
葉
〜

「
古
代
〜
近
代
の
楠
葉
」

　
建
造
物
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
現
代

で
も
、
そ
の
時
の
雰
囲
気
が
感
じ
と
れ
る

場
所
で
し
た
。
と
て
も
訪
れ
た
価
値
は

あ
っ
た
し
、
説
明
が
あ
っ
て
な
お
さ
ら
良

か
っ
た
。
（
秋
季
）

参
加
者
の

声

1

2

5

6

4

3

橋本駅橋本駅

樟葉駅樟葉駅

京
阪
本
線

京
阪
本
線

淀
川
淀
川

　
短
時
間
で
す
が
大
阪
の
成
り
立
ち

と
経
済
面
を
知
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
も
っ
と
深
く
知
る
必
要
が
あ
る

と
感
じ
ま
し
た
。
（
夏
季
）

参
加
者
の

声

夏
季
見
学
会 

〜
北
浜
周
辺
〜

「
適
塾
と
そ
の
周
辺
を
た
ず
ね
る
」

「
適
塾
か
わ
ら
版
」
巻
一
参
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